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高
調
繊
竃
を

高
知
2
年
7
鳥
2
2
日
（
水
）
鮭
富
合
公
会
堂
、
8
月
1
日

（
土
）
に
事
理
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
会

主
催
の
防
犯
教
室
．
高
齢
善
サ
ロ
ン
は
護
摩
し
．
参
帥
害
し
た

住
民
へ
富
合
地
区
1
9
人
．
事
理
原
地
区
2
8
人
）
の
方
に
対
し
て
．

特
殊
詐
欺
防
止
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
預
貯
金
詐
欺
．
架
空
詰
禁

詐
欺
等
の
事
例
や
対
策
）
、
交
通
事
故
防
止
＼
（
夢
慕
し
て
い
る

交
通
事
故
の
事
例
．
照
義
時
の
注
意
点
等
の
雷
電
事
故
防
止
）

の
諸
寄
を
箭
い
ま
し
た
。

詩
話
結
了
纏
．
字
塩
原
地
区
高
齢
害
サ
ロ
ン
で
は
．
高
輪
著

と
ー
講
忙
ク
イ
ズ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
僻
操
を
結
い
緒
了
畿
昼
食
を

と
り
観
読
し
ま
し
た
。

饗
麗
露
麗
露
曇

章
垣
駐
在
所
で
は
．
地
談
の
会
合
や
容
積
教
室
等
で
．
交
通

事
故
防
止
や
防
犯
・
防
災
指
導
を
宿
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
要

望
等
あ
わ
は
事
理
駐
在
所
瞳
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

9
月
2
1
日
高
）
か
ら
9
月
3
0
日
（
水
）
ま

で
の
日
日
聞
、
「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
県
内
－
蓋
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

○
　
ス
ロ
ー
ガ
ン

思
い
や
り

ゆ
と
り
は
憲
章
敵
へ

つ
づ
く
邁

○
　
重
点
目
標

「
全
国
英
過
重
点
目
標
」

☆
ノ
子
と
も
を
掴
め
と
す
る
歩
宿
善

の
宴
会
と
自
転
車
の
宴
会
利
用
の

確
保

☆
　
高
齢
運
転
害
等
の
安
全
運
転
の

勅
語

☆
　
夕
暮
れ
時
と
鶴
間
の
変
通
雲
散

防
止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転

の
防
止

○
　
岡
山
腺
の
重
点
富
農

☆
　
結
陳
な
横
断
の
禁
止

☆
　
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

☆
　
合
図
の
髄
底

○
　
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

9
月
3
0
日
（
水
）
は
．
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

姦
底
や
職
場
、
地
域
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
交
通
週
事
故
の
な
い
安
全
な
。
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

梱
談
窓
口
を
設
け
て
、

2
4
時
間
受
け
付
け
て
い

岡
山
県
営
寮
で
は

窃
盗
（
置
引
き
）
1
件

の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。

石
墨
な
電
話
、
不
審
な
蔓
、
人
を
見
か
け

た
ら
事
理
駐
在
所
又
は
岡
山
北
馨
察
署
ま
で

通
報
を
お
硬
い
し
ま
す
。

事
件
・
事
故
を
目
撃
し
た

腺
は
そ
の
嬢
で
「
1
1
0
番

通
報
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
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1．岡山北警察署管内における本年－7月中の刑法犯認知件数は7件で、前年同時期と 

iii比べて2枠増加とならています。　　　※被害届が翻された件数を認知件数として計上 

【令和2年†月中の刑法犯認知状況】 �言Oi輌山北警察署管内の刑法犯認知件数． 

罪謹別、－　　件数1＼発生地域∴ �は、＼7′月束現在34件で、、前年同期比－ 
ー自転車盗‥上空‾上郡華　地割／で1件減少していますこ 

十日窃盗犯i万引き　1上潮津∴地割∴○　本年に入り∴管内で自転車盗が4件i 

そ塙護辞毒謹上議灘籠欝 
垂」二」」－　　　　　確実「　′／iごつ－　　よっ・ 

尭‾㊨詐講壇謡　1．駆轟郵 
特殊詐欺犯人側からの最初のアポイントは「自宅の固定＿電話六の電話」 

である／ことが多いあで、∴荏雪中でも留等蓄電諸機能を藩鳥皇て：＼応答メ ¢セ」ジlこ「防犯対登のため荏宅中でも留等馨電話だ設定しています。iS 

′などと入れてお、 

○非通知や知らない番号か ○必要な相手からの電話で 録音を聞いてからかけ直す ／等の対策にょiり、＿iだまされるリ �らの電話には出、ない： 

21交通関係■ ‾令和12年7月中の岡山北警察署笹内の交通事故発生状況（概数）： 

：鶏鶉教壇伸筋年比「9件 　－3件－（昨年比－2件 ・死亡事故○○0件解年比±04 ・物損事故／－46惰（昨年比一一年 �塞　轡 

／今風のむごくち砕バイス：猛烈な暑さになってきましな：∵∴十㌧唾攣 
〇　三　　えてパンドル　　り意＿しょ＿う」－i！ 

～人も車も裏の塞きにご注憲を～ 

、疲れたらこまめに休憩を口　定期即こ革め点検を丁子 　　　‡／： 

リブレツシ二、しで挟適な運転十！　　リブレツシキして快適な走行性能！！ 

髄瞳頼、＿世＿＿ii聾輯韓塾請願蘭襲巨額顧擬古観轟轟 


